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　本章では早大生の心身の健康状況の調査結果をまとめました。※学部学生と大学院生を含めた全体の集計結果です。 　本章では学部学生の調査結果をまとめました。

　第3章 心身の健康について

　身体面で「健康である」「ほぼ健康である」の合
計は学部学生・大学院生ともに92％を超えています。
精神面で「健康である」「ほぼ健康である」の合計
は学部学生・大学院生ともに78.5%を超えています。
これらの数値を昨年度と見比べると、早大生の健
康状態は昨年よりも改善されているようです。健康

　学部学生の90％以上は現在・過去において何ら
かの課外活動に参加しており、うち約9割は学業と
のバランスを保っています。大学生になってからボ
ランティア活動経験があるのは全体の3割で、参加
した理由の上位を見ると早大生の社会に対する関心

を維持するために心掛けていることとしては、男女
とも「十分な睡眠をとる」ことの他に「ストレスを
ためない」ことを多く挙げています。大学にはトレ
ーニングセンターやリフレッシュスタジオなど、授
業の合間に気軽に利用できる運動施設がありますの
で、気分転換や健康維持のために利用してください。

の高さが伺えます。そして現在関心の高い社会問題
では、男性は「経済問題」を最上位に挙げています
が、女性は「教育問題」を最上位に挙げており、男
女による意識の差がうかがえます。

　あなたは今、身体面で健康な状態だと思いますか？
現在、何らかの課外活動に参加していますか？ 課外活動と学業は両立していますか？

　「健康である」は昨年より若干増え
て2010年度以前の過去3年間と同レベ
ルに戻りました。「ほぼ健康である」
の割合は昨年度とほぼ変わりません
が、「あまり健康ではない」が若干減り、
「健康である」が少し増えています。

　「参加している」は全体の75.8％
で、「以前参加していたが現在は参加
していない」も含めた数字は学部学
生の約9割となります。

　課外活動に参加している、あるいは
参加していた学生のうち、「学業と両
立している」は55.1%で、「なんとか
両立させている」まで含めると全体の
約9割です。

　昨年と比較すると、「ほぼ健康であ
る」の割合は昨年と同様ですが、いず
れの学年も「あまり健康ではない」「健
康ではない」が減って、「健康である」
が増えています。

　68.2%は「大学生になってからボ
ランティア活動に参加した経験がな
い」と回答しています。他方、参加し
た内容は、「災害復興支援」が最も多く、
次いで「幼児・児童支援」「地域活動」「国
際協力」「障がい者支援」「外国人支援」
の順になっています。
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　あなたは今、精神面で健康な状態だと思いますか？ 　大学生になってからボランティア活動に参加したことはありますか？
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　男性は「スポーツをする」が最も多
く、次いで「十分な睡眠をとる」、「ス
トレスをためない」の回答が多くなっ
ています。一方で女性は「十分な睡眠
をとる」が最も多く、次いで「ストレ
スをためない」、「食生活に気をつける」
の回答が多くなっており、男女による
意識の差がうかがえます。

　心身の健康を維持するために心掛けていることはありますか？

健康である ほぼ健康である あまり健康ではない 健康ではない 無回答

修士課程（565）

修士後期課程（149）

男性（1974）

2.4

49.4 37.1 11.8
1.7

44.7

48.3

56.0

44.6

49.6

41.6

41.2

39.2

29.6

33.9

39.1

47.0

10.9

10.5

12.0

16.1

9.0

10.7

3.2

2.0

2.4

5.4

2.3

0.7

健康である

ほぼ健康である

あまり健康ではない

健康ではない

※グラフは男女別の調査結果を示しています。

（主なものを2つまで選択）
※グラフは男女別の調査結果を示しています。
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　第4-1章 課外活動やボランティア活動、現在関心の高い社会問題について

全体（2687）

全体（2968）

全体（2425） 0.4  2.4

（%）

　ボランティア活動に参加した理由で
最も多かったのは「興味や関心があっ
たから」で、「社会貢献」「社会勉強」
がそれに続いており、早大生の社会に
対する関心の高さがうかがえます。

　ボランティア活動に参加した理由は何ですか？

　全体で見ると、最も多いのは「経済問題」（35.6％）で、次い
で「国内政治」「国際政治」「教育問題」がほぼ同レベル（約30

％）でした。男性は「経済問題」への関心が最も高く、次いで「国
内政治」「国際政治」「教育問題」「地球環境問題」の順になって
います。これに対して女性は「教育問題」への関心が最も高く、
次いで「国際政治」「経済問題」「国内政治」「地球環境問題」の
順になっており、男女による意識の差がうかがえます。

　現在関心の高い社会問題を教えてください
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